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：主に説明

：情報追加

原子力政策と技術士の役割の向上の目次(1/3)

１．原子力政策

-日本におけるエネルギー政策（政策目標、電源
構成）

-「原子力利用に関する基本的考え方」ポイント

-原子力を巡る政策的な動き

-原子力発電所の現状

-IAEAのウクライナへの対応

-原子力発電の設備容量の今後の見通し

-電気料金の変化と電力会社間比較

-第11回GX実行会議資料１より、GX2040,論点,
今後の進め方(案)

-軽水炉・高速炉・核燃料サイクル・廃棄物処理
処分の長期ビジョン

２．人材育成

・原子力専門職大学院とIAEA INMA

-国際原子力人材イニシアティブ事業（ANEC)

-日本と欧州の原子力の教育と研究（表物）

2

公益社団法人 日本技術士会
原子力放射線部会
設立20年記念特別講演会
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場所：機械振興会館
題目「原子力政策と技術士の

役割の向上」
講師：内閣府原子力委員会

上坂 充 委員長
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：主に説明

：情報追加

原子力政策と技術士の役割の向上の目次(2/3)

２．人材育成 （続）

-東京大学大学院原子力専攻（専門職大学院）

-IAEA INMA(International Nuclear Management
Academy)

-原子力専門職マネジメントプログラム（原子力専
攻）

-原子力技術マネジメントプログラム（原子力国際
専攻）

-INMA "THIS CERTIFICATE is presented to ***

・技術士の向上と世界標準化

-技術士資格とコンピテンシー

-技術士（原子力・放射線）試験の最近の状況

・RI医療利用

-医療利用される代表的なRI

-セラノスティクス医薬品の構造

-α線放出核種による治療例
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２．人材育成 （続）

・RI医療利用（続）

-放射性医薬品の需要予測

-脳核医学

・核セキュリティ

-IAEA核セキュリティ国際会議（ICONS 2024）

・技術士の向上と世界標準化（２）

-技術士資格の活用の例（建設部門等）

-主要国の相当資格等は？

-エンジニア資格の国際的通用性に向けて

-世界に通用する原子力・放射線技術者の養成
と継続研鑽に向けて

-文部科学省・ANECの取組

- #NKMHRD (International Conference on Nuclear Knowledge
Management and Human Resources Development)

３．まとめ
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令和６年第２６回原子力委員会定例会議 令和6年8月20日（火）

（４）上坂原子力委員会委員長の海外出張報告

https://www.aec.go.jp/kaigi/teirei/2024/siryo26/4_haifu.pdf

１．出張先 オーストリア共和国（ウィーン）

２．出張期間 令和６年６月30日（日）～７月４日（木）

３．渡航目的 (省略）

４．主要日程 (省略）

５．NKMHRD 参加概要

【７月１日 NKMHRD(Day1)】

9:30 -10:00 Opening Session

上坂 充 日本 原子力委員会 委員長が、副議長に任命された

10:00 -12:30 【Session 1】 Member States view on NKM & HRD

上坂委員長は「MS view on NKM/HRD :New Builds and LTO in Japan」の標題で講演。

GX基本法改正、高線量下での廃炉に向けた技術開発、次世代革新炉建設に向けた
取組、核燃料サイクル政策、医療用等ラジオアイソトープ製造・利用推進アクションプ
ランの策定等、我が国の近年の原子力政策の概略を紹介。

その後、IAEAと連携した原子力人材育成プログラム、日本の大学における原子力教
育・研修のコンソーシアム、原子力人材等の技術力を担保する主要国の技術士
（Professional Engineer :PE）資格認定制度を紹介した。

【情報追加】 #NKMHRD海外出張報告（1/2）

（出展）令和6年第２6回原子力委員会資料 (4)上坂原子力委員会委員⾧の海外出張報告
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IPEJ 日本技術士会

【７月２日 NKMHRD(Day2)】 PEOPLE Develop, Empower, Lead

9:00 -10:00 【Keynote Session 3】 10:00 -11:00 【Plenary Session 4】

上坂委員長は「Professional Engineers for Nuclear Knowledge Management-
Challenges in HRD-NKM, Leadership in Nuclear, Nuclear safety and security -」
の標題で講演。

日本では発電用原子炉の新規建設が約20年間なく、１Fの事故後の約10年、運
転実績もまだ少ない。このように、炉の建設・運転に携わった経験のある人材の
減少により、中堅・若年層の技術者の知識・経験不足が深刻化している、我が国
の原子力人材育成の関する現状を共有。

様々な課題を踏まえたうえで、大学における高度な原子力人材育成プログラム
や、東京大学のIAEA INMA（International Nuclear Management Academy）の認
証を得た原子力マネジャー育成修士課程等、我が国における原子力人材育成
の取組を紹介。

更に主要国の技術士資格認定制度を紹介。技術人材の基盤と地位を強化する、
国際通用性を持った原子力・放射線技術者の育成の重要性を強調するとともに、
原子力・放射線分野技術士（PE）の多様性の重要性を強調、IAEAへ世界での推
奨の期待を語った。

【情報追加】 #NKMHRD海外出張報告（2/2）

（出展）令和6年第２6回原子力委員会資料 (4)上坂原子力委員会委員⾧の海外出張報告



内閣府原子力委員会委員長
上坂 充

本資料には講演者の個人的視点に基づく内容が
含まれています。

令和６年６月２１日
日本技術士会原子力放射線部会特別講演会

＠機械振興会館

原子力政策と技術士の役割の向上

Nuclear Policy and 
Promotion of Role of Professional Engineer 



１．原子力政策

２．人材育成

・原子力専門職大学院とIAEA INMA

・技術士の向上と世界標準化

３．まとめ

内 容
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4  55 1
https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/2024/055/055_004.pdf 

55 1



6 7
31     4 

2022 9
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/genshiryoku/pdf/031_04_00.pdf
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HP 2023
10

https://www.enecho.meti.go.jp/ab
out/pamphlet/energy2023/02.html
#section1

HP
2023 6

https://www.enecho.meti.go.
jp/category/electricity_and_g
as/electric/fee/kaitei_2023/
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（出展）令和6年第２回原子力委員会資料（文部科学省）



日本 欧米

小中高 講義 広い教養教育

学部 講義 厳しい講義

大

学

院

修士
（一般） （専門職）

講義・研究(Peak) 厳しい講義 厳しい講義
(勉学のPeak)

博士 講義・研究（最近学生減） 研究(Peak)

日本と欧州の原子力の教育と研究

受験(勉学のPeak)

ＩＡＥＡ原子力エネルギーマネージメントスクール
（原子力人材育成ネットワーク運営）

マネージメント・国際性・ネットワーク作り

主要大学毎のトップマネージメントスクール
マネージメント・国際性・ネットワーク作り

類似性
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東京大学大学院原子力専攻（専門職大学院）

原子炉主任技術者・核燃料取扱主任者（国家資
格）の学科試験免除が修了要件の社会人対象
定員:１５名（電力・メーカー・研究所等）
日本原子力研究開発機構等産官学連携

Fiscal Total UT-NPS % 

2006 21 7 33

2007 18 4 22

2008 19 10 53

2009 22 9 41

2010 23 6 26

2011 19 12 63

2012 20 5 25

2013 26 8 31

2014 19 6 32

2015 12 5 42 

2016 11 4 36 

2017 12 6 50 

2018 26 7 27 

2019 17 3 18

2020 25 18 68

Fiscal Total UT-NPS % 

2006 40 13 33

2007 27 12 44

2008 29 12 41

2009 17 14 82

2010 11 9 82

2011 24 14 58

2012 16 14 88

2013 13 7 54

2014 22 17 77

2015 23 14 61 

2016 25 11 44 

2017 17 8 47 

2018 25 13 52 

2019 27 13 48

2020 18 12 67

原子炉主任技術者合格実績

核燃料取扱主任者合格実績

１５科目の教科書（オーム社・Springer）と
e-learningシステム（IAEA）



IAEA INMA(International Nuclear Management Academy)

東京大学、清華大学、ソウル大学、仏アレバ、独アーヘン大学、伊パ
ビア大学、トリノポリテクニーク、西カタローニャポリテク、英マンチェス
ター大学、露MEPhI、米テキサスA&M、米アイダホ大学、UAEカリファ

ー大学、ガーナ大学、南ア北西大・Witts大、アルゼンチンINVAP、
ENET、World Nuclear University, etc.



Reactor and Fuel Courses（原子炉・燃料コース）
Nuclear Reactor Physics （原子炉物理学）
Nuclear Reactor Physics Exercise（原子炉物理演習）
Nuclear Thermal Hydraulics Engineering （原子力熱流動工学）
Nuclear Thermal Hydraulics Engineering Exercise （伝熱流動／原子力プラント工学演習）
Nuclear Structural Engineering （原子力構造工学）
Nuclear Structural Engineering Exercise （材料力学／原子力構造力学演習）
Nuclear Fuel Material Engineering （原子力燃材料学）
Nuclear Fuel Cycle Engineering （核燃料サイクル工学）
Nuclear Fuel Material  Fuel Cycle Engineering Exercise （原子力燃料材料／核燃料サイクル工学演習）
Nuclear Safety and Analysis （原子力安全工学）
Nuclear Safety and Analysis Exercise （原子力安全工学／安全解析演習）
Waste Management Engineering （廃棄物管理工学）
Waste Engineering Exercise （廃棄物工学演習）
Management Courses（マネジメントコース）
Nuclear Regulation （原子力法規）
Nuclear Regulation Exercises （原子力法規演習）
Nuclear Power Plant Engineering （原子力プラント工学）
Nuclear Maintenance Engineering （原子力保全工学）
Nuclear Maintenance Engineering Exercise （原子力保全工学演習）
Risk Perception and Communication （リスク認知とコミュニケーション）
Risk Communication Media Correspondence Exercise （リスクコミュニケーション／メディア対応演習）
Human Factor （ヒューマンファクター）
Fukushima Studies （福島学）
Nuclear Crisis Management Studies （原子力危機管理学）
Technical Ethics Exercise （技術倫理演習）
Japan-IAEA Nuclear Energy Management School(Strongly recommended after graduation)
日本IAEA原子力エネルギーマネージメントスクール（卒業後に参加を強く推薦）

Nuclear Professional Management Program of Nuclear Professional School

原子力専門職マネジメントプログラム（原子力専攻）



Technology Courses（技術コース）
Nuclear Reactor Theory and Radiation Physics（原子力物理） 
Nuclear Thermal Hydraulics and Structural Mechanics （原子炉工学） 
Radiation Biology （放射線生物） 
Nuclear Safety Engineering （原子力安全学）
Maintenance Engineering in Complex Systems （システム保全学） 
Radiation Safety （放射線安全学） 
Nuclear Fuel Engineering（原子炉燃料工学）
Special Lecture on Decommissioning and Dismantling（廃止措置特論）

Management Courses（マネジメントコース）
Overview of Energy Systems （エネルギーシステム概論） 
Social Science Essentials （社会科学基礎） 
Nuclear Nonproliferation and Security （核不拡散・核セキュリティ） 
Nuclear Plant Engineering （原子力プラント学） 
Management of Spent Fuel and Radioactive Waste （放射性廃棄物工学） 
Energy Systems Analysis （エネルギーシステム特論） 
Advanced Lecture on Resilience Engineering （レジリエンス工学特論） 
Resilience Engineering Project （レジリエンス工学特別演習） 
Systems Safety （システム安全学） 

Nuclear Technology Management Program 

of Department of Nuclear Engineering and Management

原子力技術マネジメントプログラム
（原子力国際専攻）



2020年3月から



技術士資格とコンピテンシー*
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技術士に求められる資質能力（コンピテンシー）
2023年1月 科学技術・学術審議会 技術士分科会改訂

・グローバル化、高度化、多様化→国際的同等性（国際エンジニアリング連合(IEA)の定義を参照）
・遅くとも35歳程度の技術者が、技術士資格を取得して活躍すると想定
・実務経験に基づく専門的学識、高等の専門的応用能力
・豊かな創造性を持って、複合的な問題を解決する能力

問われるコンピテンシー：専門的学識、問題解決、マネジメント、評価、コミュニケーション、
リーダーシップ、技術者倫理、継続研鑽の7項目 赤字関連の内容は一次試験から問われる

技術士第一次試験：誰でも受験可 マークシート方式 合格者は「修習技術者」／「技術士補」
技術士第二次試験：第一次試験合格＋実務経験が必要

・ 厳しい筆記試験＋口答試験の難関 合格者は技術士登録を経て「技術士」を名乗れる

原子力・放射線部門：
・一次試験：原子力／放射線／エネルギーの全般にわたる専門科目

＋ 倫理などを問う適性科目 ＋ 科学技術全般にわたる基礎科目
・二次試験：①原子炉システム、②核燃料サイクル・廃棄物、③放射線利用・防護から選択

原子力・放射線部門の一次試験は、大学専門課程～大学院修士課程修了者のレベルにほぼ合致

* https：//www.engineer.or.jp/contents/attach/competency.pdf

https://www.engineer.or.jp/contents/attach/competency.pdf


技術士（原子力・放射線）試験の最近の状況
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・一次試験の受験者数は８０名前後、合格率は６０％前後で増減
（注：2019年は試験当日に台風19号襲来。東京都・神奈川県で試験中止等大きな影響）

→ 大学専門課程・大学院修士課程修了程度のCertificationとして機能し得る

・二次試験の受験者数は40名前後、部門全体での合格率は１０数％
→ 技術士（原子力・放射線）になれる人は年数名で、４年連続１０名を切っている。
→ 有形の社会的責任を負うプロフェッショナル集団としての“Mass”には不足？

https://www.mext.go.jp/content/20191213-mxt_kiban01-000003179_9.pdf


二次試験選択科目別の状況から

・制度改正直後（2019年）は科目毎の合格率に大きなバラつきがみられたが、2年目以降、収束の傾
向
・科目別での合格者数はいずれも年一桁。特に原子炉以外は3名程度以下で、かなり危機的な状況
ではないか？

・二次試験には、エネルギー・原子力政策に直結したもの（GXでの建替）、切実な課題（
技術・人材維持の対策）、時事問題（ALPS処理水）、最新放射線技術（標的アルファ療

法）等、良い問題が多数出題されていることを、より強くアピールすべき
二次試験問題を活用した討論は、リカレント教育としても有効

・ダイバーシティ向上のためにも、核医学の専門家や、全科目にまたがる核セキュリティの
専門家等が受験しやすくなる方策が望ましい



PET
11, 13, 15, 18

SPECT  

67, 89m, 99, 99m, 111,
 123, 201

PET positron emission tomography
SPECT single photon emission computed tomography

90, 131, 223, 177(2021.6.21 2021.9.21

64, 211, 225,

177

177

PET

4 6 11

Theranostics = Theraputics + Diagnosis

before therapy after 1st therapy after 2nd therapy
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IAEA ICONS 2024
2024/5/20 24 IAEA

 



技術士資格の活用の例（建設部門等）

30

・建設部門は、技術士全体の約40％を占める最大の部門
・技術士資格と共に、CPDポイントも業界を挙げて有効に活用

１．建設業許可で求められる監理技術者

・公共工事、民間工事を問わず、一定規模以上の工事施工には「監理技術者」が必要。施工計画の
作成、工程管理、品質管理、その他の技術上の管理及び工事の施工に従事する者の指導監督とい
う総合的な役割を担うため、厳しい資格が求められる
技術士(建設部門)の選択科目が監理技術者の資格として活用されている。

２．経営事項審査でのポイント（1）：技術力(Z)

・公共工事受注者は「経営事項審査」で、「ポイント」を定量評価される
・技術力はランク毎の技術者・技能者にポイントを付与して全体を合算。
・技術士（建設）は、最高ランク相当のポイント5を付与される

３．経営事項審査でのポイント（2）：知識及び技術又は技能の向上に関する取組の状況(W1-⑧)

・「経営事項審査」での知識・技能の向上の取組として、CPD取得単位数がポイントとなる
・（公社）日本技術士会は、建設系CPD協議会に加盟しており、技術士（建設）のCPD時間がポイント
となる

・令和5年度、農水省東北農水局の一般入札公募で農業部門－「農業土木」で
技術士（CPD認定）がポイントに CPD登録急増現象



主要国の相当資格等は？
・2019年、文科省 科学技術・学術審議会 技術士分科会が国際比較を公開

https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2019/02/06/1413396_005_1.pdf

１．米国：Professional Engineer(PE) 
https://www.jspe.org/what-is-pe/

・約82万人、各州のPE評議会が認定するが、試験等は全米でほぼ統一（Model Law）
・合格年齢24～28歳。一次試験相当のFE試験合格後4年でPE試験受験可
・CPD実績に基づく更新制あり(2年) 15PDH/y が必要で監査あり
・強度計算書への押印(PE Stamp)権等に業務独占の性格あり
・原子力分野あり

2．英国：Chartered Engineer(CEng) 
https://www.engc.org.uk/ceng

・約18万人、英国技術者評議会(EC-UK)が付与
・39の技術者協会(PEI)の何れかから、能力・実績評価でメンバー資格として認定。筆記試験なし
・一次試験合格者相当のIEngや技能者向けEngTechというランクのメンバー資格もある
・CPDは義務であり監査もあるが、目標設定とのセットであり、必要時間数の規定はない
・原子力分野のPEI(Nuclear Institute)あり

・・・
番外．仏国：ingénieur diplômé par l‘État(IDPE) ：国家認定技術者 2015年アレテによる

https://www.enseignementsup-recherche.gouv.fr/fr/devenir-ingenieur-diplome-par-l-etat-46165

修士の学位に相当、原子力（エネルギー）分野あり

番外．米国原子力学会(ANS)：Certified Nuclear Professional (CNP) 2025年発足予定
https://www.ans.org/certification/

PE資格のに至る前段に相当する建付け。エンジニアリング全般にわたるスキルは問われない。

https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2019/02/06/1413396_005_1.pdf
https://www.jspe.org/what-is-pe/
https://ncees.org/wp-content/uploads/2024/01/Model_Law_January-2024_web.pdf
https://www.engc.org.uk/ceng
https://www.enseignementsup-recherche.gouv.fr/fr/devenir-ingenieur-diplome-par-l-etat-46165
https://www.ans.org/certification/


エンジニア資格の国際的通用性に向けて

国際エンジニアリング連合（International Engineering Alliance, IEA）

・29か国41地域が参加
（工学教育に関するワシントン、シドニー、ダブリン３協定と資格相互認証4枠組がベース）

・日本、米国、英国、アイルランド、中国、台湾、インド等は参画するが、EU諸国の参画が
ない

・修了生としての知識・能力（GA：Graduate Attributes）
・専門職としてのコンピテンシー（PC：Professional Competencies）
を取りまとめ。最新はVersion 4。
・エンジニアの養成・登録・継続研鑽のベースを与えている
https://www.engineer.or.jp/c_topics/008/attached/attach_8620_1.pdf

・日本の技術士(P.E.Jp)は、現在、CPD実績を通じての、APECエンジニア、IPEA国際
エンジニア(IntPE)との相互認証のみ

・現在、日本技術士会ではVersion 4への対応のための規則改訂などが進行中
・・・試験問題でのコンピテンシー重視、CPD認定制度の強化等

・一方、APECエンジニア、IntPE資格には「原子力・放射線」に特化した分野はない

https://www.engineer.or.jp/c_topics/008/attached/attach_8620_1.pdf


世界に通用する原子力・放射線技術者の養成と継続研鑽に向けて

・主要国には独自のエンジニア資格があり、原子力利用国では、原子力・放射線
に特化した分野も設けられている
・「世界に通用する原子力・放射線エンジニア」に特化した、より踏み込んだ国際的
標準スペックを決め、各国の当該資格と関連付けることはできないか？
例えば米国原子力学会(ANS)が新設するCNP資格は、原子力・放射線分野での初期専門能力
開発（IPD） のモデルにできないか？

・「世界に通用する原子力・放射線エンジニア」の資格保有者数、CPD単位数を、
原子力事業に携わる企業・機関の評価指標に加えられないか？

・IEA GA/PC準拠を通じた国際通用性拡大は、技術士資格の有効性を高め、

受験者・登録者の拡大につながる期待
・一方、現在
原子力・放射線分野に特化した動きはなく、
本分野での活用拡大の起爆剤にはなりにくいか？

期待される効果：
原子力・放射線分野を支える技術人材基盤の一層の強化
世界の原子力・放射線エンジニアの能力向上＆地位向上



文部科学省・ANECの取組 （令和６年第２回原子力委員会定例会議資料１－２より）

https://www.aec.go.jp/kaigi/teirei/2024/siryo02/giji02.pdf

社
会
人
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も
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る

技術士第一次試験合格を修了要件とするアイデアを原子力委員会より提示

https://www.aec.go.jp/kaigi/teirei/2024/siryo02/1-2_haifu.pdf
https://www.aec.go.jp/kaigi/teirei/2024/siryo02/giji02.pdf


Ref. https://www.iaea.org/events/nkm-hrd2024 

International Conference on Nuclear Knowledge Management 
and Human Resources Development (#NKMHRD)

➢ 原子力知識管理(NKM)及び人材育成
(HRD)がテーマ。 IAEA主催。

➢ IAEAは、長いライフサイクルをもつ原子力
施設特有の課題である専門知識・経験の
世代間継承の重要性を認識し、これまで
原子力知識管理(NKM)と人材育成(HRD)
に関する6つの国際会議を開催。

➢ 本会合では、原子力の知識管理及び人材
育成に関連する世界的な動向をレビュー。
現在および将来的な課題を議論、
実践的な解決策の提供を目指す。

開催期間:令和6年7月1日(月)～7月5日(金)

開 催 地 ：ウィーン（オーストリア）

https://www.monavenirdanslenucleaire.fr/a-propos-de-l-universite-des-metiers-du-nucleaire2


結言
⚫原子力は、ベストミックスの中で、世界のカーボン
ニュートラル目標達成、安定で適切なコストでの電
力供給に貢献します。

⚫大学・大学院では夢のある自由な研究を。業界に
入って、国家資格取得の専門職教育の二本立て人
材育成の必要性。

⚫原子力・放射線の技術継承の

ためにも、技術士取得を推奨。

⚫IAEAと世界レベルでの原子力・

放射線技術士の共同推奨。
ご清聴ありがとうございました。
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